












onogatari and expressions in “W










































受けた更衣が病のため退出しようとするが帝は拒み︑弱り切った娘を気遣う母君の懇願によって︑ ようやく皇子を宮中に残したまま退出が叶う︒物語では「忍びてぞ出でたまふ」とひとまず退出 示されたあとで︑改めて更衣の退出までの経緯が語られる︒死期迫る更衣とその現実に狼狽しながら︑なお更衣を近くにとどめおこう する帝の姿が︑より身近たどられていく場面となる︒






























みたまふ︒同じほど︑それより下臈の更衣たちはまして安からず︒ 」と説明する︒我こそはと誇り高く思っていた人たちは更衣を見下し妬み︑同等かそれ以下の身分の更衣たちは︑いっそう穏やかではなかっ うのが︑この物語の説明である︒親兄弟の勢力を頼めず身分に安住できない更衣たちにとって帝 愛情こそが唯一の頼みの綱であり 後宮の秩序を乱す への寵愛は︑女御たち以上 反感を招 しまう︒桐壺帝と更衣の恋愛は︑朝廷の秩序を敵に回す危険な恋愛にほかならない その














































































らに『伊勢物語』の方法の継承や長恨歌の詩句の影響を指摘されておりそれぞれの影響関係は否めない︒しかし︑更衣の 歌は「いかまほしきはいのちなりけり」と詠み げる であり︑生きた と強く願うこ 詠みくちこ が︑更衣の切実な心境を力強く訴えかけてくるのである︒ 「いのちなりけり」という表現にこだわって︑考察 てみる必要 あ
三、 「いのちなりけり」


































































































































































































































































触がぬぐえず︑ それが掛詞でとりもたれている一首である︒ 前掲 ︙︙は
　
いのちなりけり」のスタイルをとる和歌は︑ 「︙︙ことは」 「︙︙も










るる道の」を受け︑さらにさかのぼれば帝の「限りあらむ道におくれ先立たじ」を受 る︒無限ではありえないそれぞれの命を見据えるからこそ︑馴染んだ和歌表現と相反する語句の入り交じった下の句が詠み出されるのである︒ここで︑ 「限りある道」ではなく︑ 「限りあらん道」と先のことを推量す 言い方 発せられたことばは︑生死の境を迎えて「限りとて」に詠み換えられ ︒これに直接応じ べき桐壺帝 歌 描かないことが︑生 執着する更衣の願望を際だたせている︒　
人の心情を詠む和歌に「いのち」の語が詠まれ︑虚構世界ながら人を






































8） 新間 美「桐壺更衣の原像 」 『源氏物語作中人物論集』勉誠社
　
一
九九三年︒
（
9） 小町谷照彦「小萩がもと
―
場面設定と和歌」 『源氏物語の歌ことば表現』東
京大学出版会︑一九八四年︒
（
10） 益田勝実「日知りの裔の物語
―
源氏物語発端の構造
―
」 『火山列島の思
想』筑摩書房︑一九六八年︒
（
11） 藤河家利昭「桐壺巻の方法」 『源氏物語の源泉受容の方法
』勉誠社
　
一九九
五年︒
『源氏物語』と和歌のことば
71
（
12）	 和歌本文の引用はすべて新編国歌大観（角川書店）による︒
（
13） 『千載集』 『新古今集』の用例は次のとおりである︒
まどろみてさてもやみなばいかがせんねざめぞあらぬ命なりける　　　　　　　　　　　　　　
『千載集』巻第十七
　
一一四○
　
西住法師
ながらへて世にすむかひはなけれどもうきにかへたる命なりけり
　
　　　　
『新古今集』巻第十八
　
雑歌下
　
一七六八
　
守覚法親王
（
14） 神野藤昭夫『散逸した物語と物語史』若草書房︑一九九八年︒
（
15） 和歌表現として「いかまほしき」が確認できるのは︑管見に入ったかぎり
『源氏物語』の桐壺更衣の和歌以外に次の一首のみである︒
　　
おなじ人︑つくしへくだるに
をしからぬいのちなれどももろともにいかまほしきはいきの松ばら　　　　 　　　　　　　　　
『弁乳母集』一○七
 
弁乳母は紫式部の娘大弐三位と同時代を生きた人と考えられている︒

